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本研究の目的誌，不眠を訴える患者の看護を検討するために，入院患者の睡眠薬使舟の実態，睡眠薬に対す

る思い，患者の不眠に対して行われる看護援助への認識を明らかにすることである。自記式調査票を某公立病

院入疑患者に配布し， 223名から回答を得た。その結果，約3裂の入院患者が現在睡眠薬を腫用しており，その

約8裂は入院前には服用してい立かった人々であった。睡眠薬麗用の有無罪に睡眠溝足度を比較した結果，睡

眠薬援用群の方が睡眠満足裏が有意に低かった。睡眠薬に対しては薬に頼ちたくない 副作用が怖いという否

定的な考えが多く述べられていた。看護訴がよく行う不眠対策として睡眠薬与薬を挙げる患者が約半数と最も

多く，足浴や指圧は数%の患者が挙げるに過ぎなかった。睡眠薬使用にあたって悪いイメージや誤解を解くこ

と，不眠を訴える患者の話をよく開くなど看護独自の対策を護極的に行う必要性が示された。

キーワード:入院患者，不眠，睡眠薬，看護ケア

-79-



入閣と軒学県立広島大学保健福祉学部誌 8(1) 79 -87 2008 

し錯言

睡眠が健康の維持増進そして健康障害からの回

護に欠かせないことは言うまでもな~ ':10 しかし入院と

いう状況のもとでは，疾患による症状や治療の影響，

予後への不安など疾患そのものに関する要因の他に，

生活パターンの変生，寝具類など物理的環境の変化や，

同室者あるいは医療従事者との関捺など人的環境の影

響を受け，睡眠が障害されやすいG 入院に停って一時

的立不眠を訴えるのは入院後38から 1週間以内が多
いと言われ1)入院期間が短縮化してきた現在，不眠を

訴える入院患者の割合は増えてきていると考えられ

るO そういった状況を受けて足浴，アロマテラピー，リ

ラクゼーションといった様々立看護援助が実験的，実

践的に多数報告されている 2)。しかし実際に臨宋にお

いて入読患者に対して行っている看護訴の援助は「眠

剤の投与jが最も多く 個別な患者の不眠の悪因にJJ5

5たケアが選択されていないと詣揺されてもいる3h

そこでわれわれは入院患者の睡眠障害に対する有

効な看護ケア開発を目指して入院患者を対象とした

患者の睡眠状況や睡眠障害に関する看護ケアを把握す

るための実態議査や，縫需者を対象とした生理学的実

験を行った。そして実態調査の分析から，入院患者の

唾眠溝足度に影響する環境要菌について報告してきた

只今回同調査の結果のうち入院患者の睡眠薬使用

に関する実態や認識について分析を行い知克を得たの

で報告する。

1. 目的

本研究の自的は，不眠を訴える患者の看護を検討す

るために，入読患者の睡眠薬梗用の実態，睡眠薬に対

する思い，患者の不眠に対して行われる看護援助への

認識を明らかにすることである。

E 方法

1 )爵査対象

調査対象者誌，約800床を有する某公立総合痛読に

入院している患者で 以下の条件に当て詰まる場合と

した。その条件とは ①或人病棟に入院しているき争

精神科疾患，持経内科疾患，膳外科疾患で入院中の患

者を除く，@疾患の急t'l全期，あるいは手術や化学療法

など侵襲の高い治療の前設にある患者を除く，④その

弛謁査票への回答が困難と患われる状況にある患者を

除く，である。舎と③の条件についての判臨は，その

患者が入院している病諌の看護師に依頼した。

2)データ収集方法

(1)調査票の内容

本研究のデータは先述した実態調査で得られたも

のの一部である。調査票は白川ら 5) 土井ら 6) 小栗ら

7) 堀内ち 8)の先行研究を参考に作成し，上記条件に

あてはまる入院患者数十名を対象に複数回の予備調査

や面接を実施して質問項目の表現や構成を修正した。

最終的な調査票の内容誌以下の遥与である O

-一般属性:年齢，性閣，能。

・疾患に関する事項:疾患名 睡眠を妨げる症状の程

度，睡眠を訪げる処置の程度，他0

・睡眠状況の，入院前と現在とでの変北 (5段階)

寝つきの良さ，睡眠時間の長さ，眠りの深さ，他。

・現在の睡眠講足度:現在の唾眠について，全体とし

て満足している程度を， r非常に不満足jから
「非需に満足jまでの6段階で回答を求めた。

-睡眠薬使用:現在の睡眠薬服用の有無，家庭での睡

眠薬巌用の有無，種眠薬に対する考え(自由記述)0 

・睡眠を障害する要因の程度住段階寝具類，病

室の温度や湿度，物音，他。

'不誤時に自分が行っている対処方法:その他を含む

13項目を予め設定し 自分が眠れない時に行う

項目すべてを選択してもらった。

-不眠を訴えた場合の 看護師の対応:その飽を含む

7項目を予め設定し 不眠を訴えた場合に看護部

がとる対応で多いと感じるものすべてを選択して

もらった。

-看護闘の行為で不践に効果の毒ったこと:眠れない

時に看護訴が仔ったことで効果があったことを，

自由記述で回答してもらったc

(2)調査票の配奇および、国収

調査票は病様看護留から入院患者に配布してもらっ

た。 1週間;まど留め置き期間をおき，回収箱に自分で

投函してもらい回収した。調査時期は2000年 10月で

ある。

(3)分析方法

数値データに関しては 統計ソフト SPSSfor 

Windows， Ver.l0を用いて藁計および統計学的解析を

行った。自由記述での回答に関して法文振に沿ってカ

テゴリー化し，内容に従って分類し集計を行った。な

お薫回答の項目のある調査票に関しては，分析ごとに

無回答項目を欠損値として扱うこととし，無効回苓と

はしなかった。

(4)鎗理的配意

調査実施に毒たって，まず研究者から当該病院看護

部長に研究目的および謂査概要の説明を行い，調査実

施の承諾を持た。看護部長から調査対象、病棟の看護師

長に，さらに病棟師長から病棟看護師に同様の説明が

なされた。

-80ー



2008 79 -87 8 (1) 県立広島大学保健福祉学部誌人間と科学

疾患に関する事項のうち「睡眠を妨げる症状Jと「睡
眠を妨げる処置」の程度の度数分布を表1および表2

iこ示す。また現在の睡眠満足度の度数分布を表3に示す。

現在の睡眠に「非常に~少しj満足している人は 129入

(57.8弱)J非常に~少しj不満足な人は66入(29.6%) ， 
無回答28人(12β%)であった。睡眠を障害する要因

の軽度を図 1に示す。その他自由記載で眠れない理由

としてあげられていたものに『入諮ができない (6人H
F運動していない・疲れていない怪人口 f看護婦の巡
自の音 (2人)J r昼間寝ている仕入リがあった。

調査対象者への依頼は，研究者名，調室概要，謁査

方法，儲理的配輩、を説明した文書を調査票に諒えて渡

すことで行い，調査票の回収をもって同意を得たもの

とした。億理的配患の内容に誌 調査協力は自由意思

であり不参加でも入院生活上河ら不利益を被らないこ

と，データは本研究の目的以外には用い立いこと，調

査協力者の個人情報は特定できない方法で処理し，デ

ータ管理には万全を期することを含めた。プライパシ

一保護対策として，調査票への毘答は無記名とし，回

収用封儒を調査票配布と同時に渡し 封をした上で回

現籍に入れてもらった。回寂した調査票はデータ入力

後，シュレッダーにて破棄した。 2)謹眠薬使用に関連する事柄

現在の睡眠薬服用の有無を表4に示す。また fH技用

表3 彊眠の溝定震

非常に溝足 24(10.8叫

かな 1)溝定 42(18.8%) 

少し溝足 63(28.3%) 

少し不満足 54(24.2対

かな 1)不満足 10(4.5叫

非需に不満足 2 (0.9的

無自答 28(12.6ちも)

合計 223 (100弘)

結果

1)調査対象者の麗性および、睡眠状況の特徴

題収された調査票;ま 223部であった。年齢、は 16~ 

84歳にわたっており，平均年齢は 58ι蔑 (SD15.0)， 

性別は男性 125入 (56.1%) ，女性97入 (43.5%に

無田容1入 (0.4%)で品った。

五人

表4 現在の彊眠剤の患用
援用している 72 (32.3弘)
援用していない 123 (55.2弘)

無回答 28 (12.6%) 

合計 223 (100%) 

華麗を妨げる処董

202 (90.6%) 

8(3.6弘)

6(2.7弘)

7(3.1叫

223 (100%) 

表2

ない

あまりない

E寺々ある

いつもある

合計

睡眠を妨げる症状

147 (65.9叫

16 (7.2誌)

37 (16.6%) 

23 (10.3%) 

223 (100%) 

表 1

ない

あまりない

時々ある

いつも35る

合計

40今も

20% 

80010 

60弘

100% 
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を睡眠薬を服用している入を r1J 服用してい主い人
を foJの2鐘をとるダミー変数とし，睡眠満足度の
回筈を「非常に不満足」を r1J-f非常に講足jを
f6Jの檀をとるJI要序変数として上記条件により偏椙関
係数を算出したところ， -0.178 (p<0.05， n=181)とな

り，やはり睡眠薬を撮用している人の方が睡眠溝足度

は有意に抵かった。

入院患者に睡眠薬についての考えを自由に記載して

もらった結果を分類集計したものを表8に示す(括張

内は謁査対象者 223人に占める割合である)。撮用の

是非について述べていたのは全体の約 114であり，そ

のうち約半数の 27名が比較的肯定的， 26名が比較的

否定的な考えを述べていた。副作用について述べてい

た40名のうち約半数の人は Iくせになる』立ど腹罵
をやめられなくなることを情れていた。他は脳への影

響を述べているものもあったが 多くははっきりしな

い何らかの麗作用を椅れていた。効果について述べて

いた 12名のうち 効果が長いとしたのは辛数の 6名

であり，残りは否定的で毒った。

しているjと自答した入への「家庭で服用していたかj

の質問に対する回答を表5に示す。調査時に約3割の

人が睡眠薬を服用しているが その約6欝は入院前に

は服用していない人々であったc 調査時における入院

期間と睡眠薬服用の有無をクロス表にしたのが表6で

あり，入読期間が長くなるほど睡眠薬を服用する額向

が有意に認められた (χ2(2) =14.4，予<0.01)Q 

睡眠薬を服用している人と服用していない入とでの

睡眠満足度の遣いをみるために 睡眠満足度を少レ溝

足~非常に満足と国苓した入を「満足群J，少し不満
足~非常に不満足と回答した入を f不満足群」とし，
睡眠薬撮用の有無期のクロス表を作成した(表 7)。

カイ二乗分の結果はX2 (1) =3.9， p<0.05であり，睡
眠薬を撮用している患者の方に睡読に不満足を感じて

いる入が有意に多かった。ただし入読患者の睡眠には

症状や医寮処震の影響が大きいと考え，それらの影響

を除外するために 「睡眠を拐げる症状の程度」と

「睡眠を妨げる処置の程度Jの両変数を制梅変数とす
る偏相関芳析を行った。つまり「睡眠薬援活の有無j

(nニ223)

53 (23.8%) 

(3.6%) 

(2.7私)

(1.8%) 

(1.3%) 

(1.3%) 

(0.9%) 

(0.4%) 

15 (6.7%) 

7(3.1%) 

2(0.9%) 

1(0.4%) 

1(0.4%) 

4o (17.9~も)

23 (10.3ちも)

6(2.7%) 

2(0.9%) 

2(0.9弘)

2(0.9%) 

2(0.9%) 

1 (0.4%) 

1(0.4%) 

1(0.4弘)

12 (5.4%) 

6 (2.7%) 

2(0.9%) 

2(0.9%) 

1(0.4%) 

1 (0町4%)

表8 彊眠薬についての考え
競馬の是非について

E畏れない碍には適量を歓んで睡眠をとった方が
身体的・心理的に良い

現れないときiま非常に便利

薬お力を借りなければ特iこ入院中は眠られない

患っにつけるなら、薬に頼っても良いと患う

必要な人は飲まないと千土方主主い

諦討委の痛みを忘れて眠れるので良い

飲んだら安心する

出来ればあまり使いたくない酋頼りたくない

軟みたくない

薬を飲んでまで無理に寝ょうとは患わない

寵れないときは昼寝たらよいので，飲まない

張れない時の次の日はよく現れるので気にしない

麗作用について

くせになる・依存性がある

こわい・副作用が怖い

副作用があるのか，ないのか

副作用が少し心配

副作用がなけれ試用いてよい

ポケiこ関採があるのではと心配

挺iこ悪影響がある

少しなら安全

量を加減するなど、考えて使用する

効果について

よく眠れるーすぐ寝付ける

ZE用しない時の畏い自民ワより浅い
自覧め後も残る

あまり効かなかった

薬を費支んで見る夢iま何か暗くて寒くて人工的で嫌いだ

8 

no--4
一3
一3
一2
Z
2

(複数呂答)現在睡眠薬服用患者の
家庭での睡眠南の服用

撮悪していない 43 (59.7%) 

間程度E重用していた 21 (29.2ちも)
頭用量が増えた 3 (4.2%) 

頭用量が減った 0(0.0叫
無自答 5 (6.9叫

合計 72 (100%) 

表5

入院期間と睡眠薬顔用む有無

睡眠薬
非顔用 服用
40 8 48 
(83%) (17%) (100話)
51 31 82 
(62%) (38叫 (100%)
26 29 55 
(47%) (53%) (100対
117 68 185 
{63弘) (37%) (100%) 
χ2 (2)= 14.4， pく0.01

言十

表s
入諜期間

1か月未満

言十

1か男以上

1遇未溝

表7 珪眠薬服用の有無別睡眠満足震

建張薬の 睡眠溝足度
ZE用 溝足群不満足群

82 33 115 
非顎男 (71 %) (29%) (100%) 

40 30 70 
(57拡 (43%) (100%) 

122 63 185 
(66弘 (34%) (100%) 

x2 (1)=3.9， p<0.05 

言十
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3)不眠時の対葉

表 9誌，入院患者が不眠時に自分が行っているとし

て選択した対処方法の個数を集計したものである。図

2は，fInI々の対処方法を選択した人数を讃査対象者全

員に占める割合で示したものである o rその龍jとし
て『カセットで歌を聴く.]r華It下をはく jr温かい牛乳
を欽む.]r腹式呼吸をするiが挙がっていた。
図3は，眠れ会いと看護師に訴えた時に看護師がと

る対車、で多いものとして選択した患者の人数を，調査

対象者全員に占める割合で示したものである。約半数

の患者が f睡眠薬をくれるjを挙げていた。 fその組j

その抱

アイマスヲをする

お湯で足を逼める

外の空気!こあたる

指圧やマッサージ

耳栓をする

外の罰棄を見る

ベッド、む上で体を動かす

薬を叡む

本や雑誌を読む

無理に罷ろうとしない

ラジオやテレビ

とにかく昌をつiSiる

謡選択

として f昼間は起きているように言う.]r畳間は運動
するよう言うjPt枕やアイスノンを渡す』が挙げら

表9

G恒

1""'-'2個

3""'-' 41~ 

5個以上

合計

圏選択せず

入摂患者自費が行う
不眠時対策む選択数

19 (8.5%) 

135 (60.5%) 

6o (26.9弘)

9(4.0%) 

223 (100%) 

。弘 10弘 20% 30% 40弘 50弘 60% 70% 80<}も 90% 100% 

圏2 入醍患者自身の不眠時体策 {複数呂筈) n二223

盟選択 璽選択せず

そむ{色

指在やマッサージをしてくれる

おj暑で足を温める

睡眠薬に穎らないようにと言う

しばらく様子をみるように言う

話を聞いてくれる

睡眠薬をくれる

。% 10<Jも 20弘 30<Jも 40<Jも 50<?も 60% 70<Jも 80% 90% 100弘
菌3 眠れないとき(f)， 置護師の対応で多いもの (護数回答)nニ223
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れていた。

表10は，看護師が行った行為のうちで不践に効果

のあったものを記述するよう求めた回答の結果を集計

したものである o r効果が毒ったjとして挙げられた
行為辻11件，それらを挙げた人数誌のべ22人だけで

あり，残り 2f牛はいわば苦d請であった。

表 10 不自民に効果のあった看護師の行為

(複数呂答) (n=223) 

話を葺く・話をする 6 

2K枕をあてる 4 

窮状にあわせて枕やベッドの高さを語蔀する 3 

窮状や見通しを説明する 2 

4入部重から倍室へ蔀塵替えを行う

開室者のいびきのため，蔀屡替えを行う

湯たん援をあてる

アロマテラピーの香IJを抗の下にかける

隣の人のうるさい時計を詰め所iこ持っていく

全身撞痔感が強い時に、氷嚢を{乍つであてた 1 

京器をベッドにつけた

床灯をつけて読書をしたら，擦の迷惑になる
からと消され辛かった

睡眠薬を渡すくらいでこれとしりた対応ほえよし¥ 1 

v.考察

1)入畏患者の睡眠薬麗用

議査対象入読患者の約3裂が 現在睡眠薬を服用し

ていると回答していた。睡眠薬服用の有無と睡眠満足

震との関係については，単結集計でみた場合も，症状

や処震の影響を統計学的に除外してみた場合も，睡眠

薬服用患者の方が睡眠に対する満足度は有意に低いと

いう結果であった。睡眠薬撮毘入院患者の睡眠状況を

講査した研究は少ないが ー森らは睡眠薬撮用患者で

長眠を得たと回答した者は87%と高い比率を占めた，

と報告している叱今回の調査では，睡眠薬を援用す

る前と服用した後での睡眠状況を比較していないが，

唾眠満足度との関係からみると，さ:まど高い効果を薄

ているとは言えないと考える。睡眠薬を撮用したから

といって満足のいく睡眠が薙保されているとは限らな

いとの認識が必要と考える c

ところで現在睡眠薬を藤男している患者のうち，入

読謡も同程度撮用していた人は3割であり，約6割は

入院前には服用していない人々であった。今回の回答

者223人全員で考えると 約2蔀の入が入院後に巌用

を始めたことになる。一般臨床における不眠症の場合，

身枠内に原国があるので誌なく 不適顎な睡眠寄生や

環境因子などが原因となっている外在菌性不眠症の場

合は基本的には薬物治療を必要とせず，原国となって

いる環境などの要茜への対処が考慮、されるが，こうし

た要毘がすぐに解決できない場合には薬物治療が必要

とされる則。現在一般的に延方されている睡眠薬詰，

謝性や依存が少立く，常用量と致死量の幅が大きく安

全性が高いとされるベンゾジアゼピン系が主流と立っ

ており 11) 今回の調査対象においても特別立場合以

外はこれが用いられているものと思われる O ベンゾジ

アゼピン系薬剤は睡眠誘発作用，抗不安作用，信弛緩

作用を有しているため，主な副作男として，鍵忘作用，

自主弛緩によるふらつきの他，服薬中断により反跳性不

摂などの離脱症状が出現することがある。また最近は，

常用量であっても 6か丹以上の長期間服用後に中断を

試みた時に反跳性不眠立どのために服薬をやめられな

Lミという臨沫用量依存も問題になってきている。しか

し近年，筋弛緩作用に関わる受容体への選択牲が少な

い薬剤が作られたり，また離脱症状の出立い服薬中止

法も開発されてきており，その安全性はますます高ま

っていると言える出。入院患者に対する睡眠薬の処

方の多くは，原因への対処に代わるー詩的使用であり，

睡眠薬が使用できない要国が立い限り使用がためらわ

れるものではないと考える。

しかし入院患者の睡眠薬についての考えをみると，

f眠れ主い時は非常に便利.]rよく眠れるJと肯定する
者がいる一方，それ以上に fくせに主るjr副作用が
姉い』右ど否定的なものが多かった。本調査の約 15

年iまど前に実施された大学痕読精神科で藷設している

睡眠障害クワニックへの来院患者に対する調査でも，

7割を超える患者が睡眠薬に不安を示していた 13)。こ

れはかつて睡眠薬として主流で品ったパルピツール酸

系薬剤に呼吸中枢への抑制作用や依存性が高かったこ

とから残っているイメージとされている。現在も一般

住民の間には睡眠薬に対して恐ろしい薬であるという

イメージが強く持たれていることが指請され，不眠症

に対する薬物豪法の際には君医薬コンブライアンスを高

めるための指導が重要であるとされている 12)。今回

の調査での睡眠薬服用患者の方が睡摂講足度が低いと

いう結果について 睡眠薬に対する誤ったイメージが

睡眠薬を襲用しての睡眠に対する満足度を低めている

可龍性もあり，服薬に対してはその患者が抱いている

認識に対応した説明が必要で、島ると考える O また先述

した臨床用量依存は比較的長期に服用した場合に生乙

る問題とされているが，今回の調査では入院が長期に

なるほど睡眠薬服用が堪える傾向にあったことや，一

般的に薬の作用は個人差が大きいことを考え合わせる

と，退院に伴う服用中断で反跳性不眠が生じる恐れも

毒る。この点についても説明を行ったり退薬方法につ

いて指導することが必要となろう O

睡眠薬の麗非居に対しては，近年転額j転落の要因と

「しての能強緩作用が問題視されている。千田ら 14)に

-84-



人間と科学 県立広島大学保健語社学部誌、 8(1) 79 -87 2008 

よると，ある総合競技で転倒した患者が内撮していた

薬剤で最も多かったのが催眠鎮静剤であった。しかし

荒木ら泌が実施した 1大学病院調査によると， r転倒
転落事故と薬剤との関連性誌なLリと回答した毘師が

14 %おり，また睡眠薬処方における薬剤選択の理由

として f副作用が少なLリを挙げる医師法 16%， r駐
留転落事故が少なLリは吉%だけであった。また松岡

ら16)が行った看護部へのアンケート結果によると，

ベンゾジアゼピン系薬剤に筋弛緩作用があることを知

らない看護師が迂ぼ半数いた。今回の調査法自由記述

が主体なため，患者が恐れる，あるいは実際に体験す

る副作用としてふらつきや転倒の危険をどこまで認識

しているかについては不明で、あるが 少立くとも今回

の結果からはその点は出てきていない。その責{壬は処

方や与薬をした医師や看護師に為り まずは震療従事

者がその副孝男を認識して 患者へ注意を喚起する必

要が忘ると考える O

2)睡罷薬以外の不眠対葉

張れないときに患者自身がとる対棄としては， rと
にかく目をつぶるJr無理に眠ろうとしなpJやラジ
オ，テレビ，読書が上位を占めている。一般的にもこ

れらの行動法リラックス効果が品り入眠を促すものと

されている17)が ただ場所が病読の大部屋だと周囲

への気兼ねから充分に行えなかったり，逆に同室者の

そういった行動が気になって睡眠を訪げられる場合も

少なくなPoそういう意味で今回の回容の中にあった

f床灯をつけて読書をしたら 携の迷惑になるからと
消され辛かったJというの詰考えさせられる。この時
の事情は不明者のだが ただ床灯をつけても消しても

どちらかが眠れないという患いをする場合には，我慢

してもらった方には代替となる対策を示すなどの配患

が症、要と考える O

患者が不眠を訴えた時の看護揮の対応に対して，あ

るいは効果の毒った看護師の行為に対しての屈答が全

枠に少ない中で， r話を聞く・話をするiは比較的多
いものであり，話をすることが患者の印象に残ってい

る議子がうかがえる O 睡眠を拐げる要因で最も多かっ

たのが f考え事』でもあり 患者が眠れないと訴えて
くるときにはその背景に様々な悩みが存在することが

多い。患者に寄り添うものとしてコミュニケーション

の大切さが改めて示されたものと考える O

ところで患者が不眠を訴えた場合，睡眠薬を渡す迂

どには足洛や指圧といった入眠に効果があるとされて

いるケアが行われてい立いということが，今回改めて

示された。ここでは睡摂薬を使用することを否定する

ものではなく，むしろ適応の品る場合に使用をためら

う必要は立いことは前項にも示した。ただ一方で，睡

眠薬をなるべく使いたく立いという患いの患者も少立

くないこと，睡眠薬が使用でき立P1患者もいること，

睡眠薬を服用しでも満足のpく睡眠が寄られてい主い

可能性があることなどから 看護行為としての不眠対

葉がもっとなされるべきで品ると考える。その場合

留挺なケアもさることながら 環境への配患を見直す

べきではないかと考える c

かつて筆者の一人が今国の謂査と到にある産婦人科

病棟の看護師とともに 夜間の音を不快に感じる程度

を入読患者に調査したところ 何事も立かった夜より

も緊急入院や出産があった夜の方が[不挟」と答えた

人が有意に少ない という結果を持た 1針。当然，緊

急事態のあった夜の方が騒音は大きいのだが，入院患

者には仕方が立いなど諦めや遠慮、の心理が鶴いている

左証と言える。今回の調査で唾眠を障害するものとし

て考え事の次に物音が多くあるものとして挙げられて

いるが，これも実際にはもっと大きく影響している可

語性があると考えて良いだろう。そしてその発生源と

して医療能事者髄の要因が関わっていることを意識す

る必、要があると考える O 今回の自由回答中に，看護師

の巡回の音を摂れない理由とした入がいた。巡回その

ものは必要立者護行為であるが 問題辻その方法であ

り，看護部側に音がするの法仕方がない，というよう

な思いがなLゆ=再接討すべきである O 西川ら 19)は

珂ICUにおいて日毘 1)ズムをつけるために夜間照度を

落としたところ，騒音を出さないよう注意する，とい

う意識の変北が看護闘の中に晃られたことを紹分して

いる。ただ音を出さ立いように と呼びかけるだけで

なく意識改革につながる方法を現場の事需に即してア

イデアを出し合う必要があると考える O

環境の中には持間的スケジューんもある。入浴はリ

ラックス効果の高いものであるが，今回調査した病読

は入活時聞が日中に限られており 入諮できないこと

を眠れない理由に挙げた患者もいた。現に多くの病院

が管理上入浴時閣を日中の短時間に制限しているが，

患者の安全を確保しながら持間帯を再考する余地誌お

ると考える O

また今回患者が眠れない理由として挙げた中に，日

中の活動の少立さがあった。病状により安静が1a、要立

場合もあるが，ただヨ本では療養すなわち安静，とす

る嵐瀬が根強くあり，安静が5JUに必要ではない患者も

B中は寝間着のままでベッドに横たわっていることが

多い。また運動量に並んで 睡眠衛生にとって日中の

照度の影響が大きいことが近年指摘されている1l}。

つまり照度によって身体の睡眠に関わる概日リズム整

える効果があり，睡眠捧害の治療に高照度 (2，000-

2，5001x)が利用されている説。一般に曇天の戸外で

8，000 -20，0001xあるとされるが，病室は2001xとす

るよう司本工業規謡 (nsZ9110)により定められて
いる程度であり，廊下測のベッドでは概日リズムの獲

得はまま立ら立い程度と在る。病状に応じて戸外も含

めた活動範冨の拡大を積極的に図っていくことがJ必要
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と考えるが，そのためにもまず医蒙従事者側の意識改

革が必要と考える G

正結論

現在睡眠薬を服用している入院患者は全体の約3裂

であったが，睡眠薬を服用している患者の方がそうで

ない患者よりも睡眠溝足度が有意に抵かった。患者に

は睡眠薬に対して肯定的な意見がある一方で薬に頼り

たくない，説作用が樟いなど否定的立患いも多く晃ら

れた。また転倒に繋がる話作用への認識が低いことも

窺え，正確な知識の転達が必要と考えられた。

不眠に対して看護訴が行う行為で多いものとして睡

眠薬の与薬を半数の患者が挙げていた。他の看護援助

を挙げる入は少ない中で f話をきくiが比較的多く，
不眠の裏にある患者の鑑みに耳を傾ける必要性が示さ

れた。

四.研究の限界

本研究の謂査は 1痛読の入院患者を対象としてもの

であり，結論を一般生するのに誌限界がある G また調

査は記述に基づくもので品り 患者の思いやその時の

状況の描写には限界があると考える。さらに調査実施

者が病読外の組織の者であることを明記したと誌い

え，病棟看護師が調査票を配布したことから患者の自

由な回答を妨げた可能性もある O
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Abstract 

The purpose of the study was to investigate the perception of hospita1ized patients regarding hypnotic drug usage and 

nursing care for sleep. We asked patients in a public hospital to complete a司uestionnaireincluding items on the actual usage 

of hypnotic drugs， their attitude to the drugs， and the perceived help to sleep by nurses. Two hundred twenty three were 

answered and ana1ysed. About 30 percent of patients were taking a hypnotic drug as of the survey， a1though 60 percent of 

them had not taken it at home. Comparing the satisfaction of sleep whether the patient was taking the hypno註cdrug or not， 

the patients who were ta話ngit were significantly less satisfied than others. Many patients stated a negative view of hy戸otic

drugs， for example“1 don't want to depend on hypnotic drugs" and “1 am afraid of their side e百ects'¥Aboutha1f of the 

patients chose the item“To give you a hypnotic drug" as common nursing care when a patient complained of sleeplessness， 

and only a few percent of patients chose “To bathe your feet" or “To do acupressure". These results demonstrated the need 

to clear 叩 themisunderstanding or the negative image of hypnotic drugs when nurses give them to pa註ents，組dto give 

nursing care more actively. 

Key words : inpatients， sleeplessness， hypnotic drugs， nursing care 
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